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１．原稿レイアウト
Ａ４の白紙をご使用ください．
原稿枚数は２枚以上です（６ページ程度希望）．
左右2.5cm，上2.5cm，下3.Ocm程度の余白をとってください．本文の文章は２段組とし，中央に１cm程度の空白を設けてください．原稿はＡ４版原寸で，オフセット印刷にいたしますので，ワードプロセッサを用いて必ず黒で印字してください．
２．執筆要領
原稿は
(1) 和文による題目（本文よりも大きく）および著者所属と著者名（４行以内，登壇者に○）
（英文でも構いません）
(2) 本文（英文でも構いません）
(3) 引用文献（４．参照）

の順に書いてください．
原稿執筆用のスタイルファイル（LaTeX 用、MS Word用）を学術講演会のサイトhttp://rslab.riko.shimane-u.ac.jp/SICE/において御座いますのでご参照ください。
文体は，口語体とし，当用漢字および平仮名を用い，新仮名使いによる．ただし外国語はカタカナまたは原語のままとする．また，用語はなるべく文部省またはJISで制定されたものによる．
単位は国際単位系（SI）を用い，数値はアラビア数字を使う．
量および単位記号（ローマ字またはギリシャ文字）はなるべくJISで制定されたものを使用する．
３．図，表の番号
図は図.1…表は表 l…，あるいは，Fig.1… Table1…のように書き，和文もしくは英文による説明をつけてください．

図.1  図の説明
表1  表の説明
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４.　引用文献
４.１　参考文献の書式
本文の末尾にまとめて書き，つぎの形式による．雑誌のとき
番号） 著者：論文題目，誌名，巻，号，始ページ/終ページ（年）
単行本のとき
番号）　著者：書名，ページ，発行所名，（発行年）
引用箇所に番号を右肩に小さく2)のように記入する．
４.２　脚注
脚注は本文の下に横線を引き，その下に記入する．記号を用いること。つまり、*のように数字を使用しないこと。
５. 問合せ先
福山大学　工学部　スマートシステム学科
伍賀正典 (Goka Masanori)

TEL  0849(36)2111 (代表)

0849(36)2112 内線4142

FAX  0849(36)2023 大学事務
E-mail : goka@fuee.fukuyama-u.ac.jp
６．原稿提出先・期限
　公示後ご連絡致します．
案）2014年7月18日（金）必着
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*	 Wordで作成する場合は適切な記号を使ってください。





